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全会計を認定全会計を認定
　９月定例会は８月30日から９月30日までの32日間の会期で開きました。
　本会議初日は、報告２件、条例改正４件、人事案件１件、補正予算４件の計11議案を原案どおり可決しま
した。
　このうち、一般会計補正予算では議員から修正案が出されましたが賛成少数で否決となり、原案が賛成多数
で可決しました。
　令和２年度決算は、決算特別委員会を設置し審査を行い、委員会では一般会計を不認定、国民健康保険事業
特別会計、後期高齢者医療特別会計、介護保険事業特別会計、下水道事業会計を認定としましたが、最終日の
採決では、一般会計は可否同数で議長採決により認定、３特別会計は賛成多数により認定、下水道事業会計は
全会一致により認定としました。また、意見書案３件が可決されました。
　一般質問では、12人が町長や教育長に行政事務についてただしました。

特別会計と公営企業会計
会計別 歳入 前年度比 歳出 前年度比

国民健康保険事業特別会計 35億9,529万円 5.3%減 35億2,338万円 6.7%減
後期高齢者医療特別会計 10億3,632万円 4.4%増 10億1,720万円 4.7%増
介護保険事業特別会計 31億6,171万円 0.6%減 29億6,978万円 1.8%減

下水道事業会計 収入 予算比 支出 予算比
収益的 9億592万円 △1,543万円 8億7,584万円 △4,551万円
資本的 13億429万円 △3,846万円 15億8,617万円 △3,853万円

金額は、１万円未満を四捨五入
※�下水道事業会計は、公営企業会計方式を適用したはじめての決算となり、前年度との比較はできないため今年
度予算額と比較しています。

依
  存
  財

  源（
53.0%

） 自  主    財  源（47.0%
）町　税

49億7,573万円
町　税

49億7,573万円

使用料及び
手数料

1億1,154万円

使用料及び
手数料

1億1,154万円

国・県支出金
55億7,320万円
国・県支出金
55億7,320万円

町　債
5億4,960万円
町　債

5億4,960万円 地方交付税
8億9,266万円
地方交付税
8億9,266万円

地方譲与税・
各種交付金
8億1,447万円

地方譲与税・
各種交付金
8億1,447万円

その他の自主財源
（諸収入・繰入金・
繰越金など）
18億2,008万円

その他の自主財源
（諸収入・繰入金・
繰越金など）
18億2,008万円

分担金及び
負担金
3,206万円

分担金及び
負担金
3,206万円

民生費
33億8,772万円
民生費

33億8,772万円
土木費

16億3,443万円
土木費

16億3,443万円

総務費
54億7,826万円
総務費

54億7,826万円衛生費
10億2,712万円
衛生費

10億2,712万円

教育費
10億7,061万円
教育費

10億7,061万円
公債費

6億5,392万円
公債費

6億5,392万円

消防費
4億4,961万円
消防費

4億4,961万円

その他
4億5,076万円
その他

4億5,076万円

歳  入
147億6,934万円147億6,934万円
141億5,243万円141億5,243万円

歳  出

実質収支額
６億1,289万円の黒字
※翌年度に繰り越すべき
　お金を差し引いた収支

財政力指数　0.865
※「１」を超えるほど
　財政に余裕があります。
　（３か年平均）

令和２年度決算の内訳

一般会計
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令和２年度決算令和２年度決算

　「交流人口の増加と定住人口の安定化」に向け、「子育て」「教育」「健康」「経済」「安全・安心」を
重点項目とした令和２年度予算は、大磯町第四次総合計画後期基本計画の最終年度として、概ね計画どおり
に事業実施された。
　一般会計は、新型コロナウイルス感染症対策の事業実施に伴い、歳入歳出とも増額された決算となった。
　歳入では、町税の収入未済額は減少したが、不納欠損額の増加がみられた。歳出では、各種事業が実施さ
れたが繰り越された事業もあり、完成に向けて努力されたい。
　今後も各種重要事業の実施に伴い人件費、扶助費等の義務的経費の増加が見込まれるため、財政指標の推
移には十分留意されたい。

　実質赤字比率は、14.03％以上で財政健全化団体、20％以上で財政再生団体となりますが、
赤字額が生じていないため指標は表示されず、良好な状態と言えます。
　連結実質赤字比率は、19.03％以上で財政健全化団体、30％以上で財政再生団体となります
が、赤字額が生じていないため指標は表示されず、良好な状態と言えます。
　実質公債費比率は、25％以上で財政健全化団体、35％以上で財政再生団体となりますが、
5.2％で基準を下回っているため、良好な状態と言えます。
　将来負担比率は、350％以上で財政健全化団体となりますが、44.4％で基準を下回っている
ため、良好な状態と言えます。
　資金不足比率は、20％以上で経営健全化団体となりますが、資金不足額が生じていないた
め、良好な状態と言えます。

　町は、健全化判断比率及び資金
不足比率について監査委員の審査
に付し、結果を議会に報告、公表
しなければなりません。
　監査委員の審査結果意見書では、
いずれの指標においても早期健全
化基準を下回り、町財政は良好な
状態であるとの結果が出されまし
た。

大磯港みなとオアシス推進事業
監理委託料
支出額　　 １,００９万４,６００円
契約業者　 株式会社小笠原設計　横浜事務所

工事請負費
支出額　　 ５,０００万円（令和元年度）
　　　　　 ２億９,９４９万円（令和２年度）
契約業者　 匠建設株式会社

　平成30年度から令和２年度の継続事業が完了したことにより、地方自治法の規定に基づき精算報告がされ
ました。

報 告報 告
第第55号号

報 告報 告
第第66号号

継続費精算報告　３か年の事業が終了

監査委員の意見 監査委員　脇　國廣・二宮加寿子

財
政
指
標
か
ら
み
る

大
磯
町
の
状
況

町の財政状況は良好
財政指標　令和２年度健全化判断比率及び資金不足比率
①実質赤字比率 ②連結実質赤字比率 ③実質公債費比率 ④将来負担比率 ⑤資金不足比率

一般会計の赤
字の大きさを
示す

全会計の赤字
の大きさを示
す

その年の借金
の返済額の大
きさを示す

今後支払わな
ければならな
い負債の大き
さを示す

公営企業（下水
道事業）の事業
規模に対する資
金不足額の大
きさを示す

大  磯  町 ― ― 5.2% 44.4% ―

国
早期健全化基準 14.03% 19.03% 25% 350% 20%
財政再生基準 20% 30% 35% ― ―

算定されない場合は「－」
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産
育
児
一
時
金
な
ど
の
給
付

費
が
見
込
み
よ
り
少
な
か
っ

た
こ
と
が
主
な
要
因
で
あ
る
。

問　
国
保
税
、
介
護
保
険
料

は
、
法
的
に
一
般
会
計
に
戻

し
た
後
は
特
別
会
計
に
残
る

仕
組
み
だ
。
町
民
か
ら
町
は

お
金
が
な
い
の
か
問
わ
れ
た

ら
ど
う
答
え
る
の
か
。

町
長　
予
算
を
組
ん
で
い
な

い
も
の
は
対
応
で
き
な
い
が
、

必
要
な
も
の
は
工
面
す
る
。

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
が
配

分
さ
れ
た
。
事
業
や
イ
ベ
ン

ト
の
中
止
や
延
期
、
規
模
の

縮
小
に
よ
り
執
行
残
の
積
み

上
げ
に
影
響
が
生
じ
た
。

問　
不
納
欠
損
額
が
前
年
よ

り
増
加
し
た
が
。

町
長　
納
税
者
の
生
活
状
況

を
見
定
め
つ
つ
、
納
税
の
公

平
性
、
税
収
の
安
定
的
確
保

の
た
め
滞
納
整
理
を
進
め
て

い
く
。

が
必
要
だ
っ
た
の
か
。

町
長　
平
成
16
年
の
法
改
正

に
よ
り
、
長
期
継
続
契
約
の

条
例
を
定
め
る
こ
と
で
、
自

主
的
に
複
数
年
に
わ
た
る
契

約
を
、
議
決
を
経
る
こ
と
な

く
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
方
で
、
債
務
負
担
行
為

は
複
数
年
に
わ
た
る
将
来
の

財
政
負
担
を
約
束
す
る
行
為

で
あ
り
、
予
算
で
定
め
る
。

　

私
の
責
任
で
決
定
し
た
。

問  

国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
の
不
用
額
の
原
因
は
。

町
長　
被
保
険
者
が
医
療
機

関
等
を
受
診
し
た
際
に
か
か

っ
た
医
療
費
の
う
ち
、
保
険

者
が
負
担
す
る
医
療
給
付
費
、

高
額
療
養
費
と
被
保
険
者
の

出
産
に
対
し
、
給
付
す
る
出

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
決
算
へ
の
影
響
は
。

町
長　
一
人
に
つ
き
10
万
円

を
支
給
し
た
特
別
定
額
給
付

金
、
児
童
一
人
一
万
円
を
支

給
し
た
子
育
て
世
帯
臨
時
特

別
給
付
金
、
地
方
経
済
や
住

民
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の

問　
令
和
２
年
の
12
月
議
会

で
長
期
継
続
契
約
の
新
条
例

が
提
案
さ
れ
た
。
ま
た
、
同

じ
く
、
令
和
３
年
４
月
か
ら

の
３
件
の
指
定
管
理
者
を
決

め
た
際
、
債
務
負
担
行
為
も

議
決
し
た
。
な
ぜ
、
こ
の
時

に
長
期
継
続
契
約
の
新
条
例

国
保
の
不
用
額
の
原
因
は鈴

木　

京
子

感
染
症
に
よ
る
影
響
は奥

津　

勝
子

前
副
町
長
給
与
の
返
還
は柴

崎　
　

茂

不納欠損処分とは
歳入徴収権者は、調定した歳入につい
て、その徴収する権利が消滅している
ものがあるときは、当該歳入を不納欠
損として処理し、関係帳簿等に記載
し、その旨会計管理者及び財政課長に
通知しなければならない。

大磯町予算決算会計規則第53条抜粋

　
９
月
７
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
令
和

２
年
度
の
行
政
の
執
行
、
業
務
の
成
果
な

ど
に
対
し
、
５
人
の
議
員
が
町
長
に
対
し
、

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

町
長
の
考
え
を
問
う
！

総

括

質

疑

【
文
責
は
本
人
】
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断
し
計
上
し
な
か
っ
た
。

問　
教
育
委
員
会
は
平
成
31

年
、
令
和
２
年
の
当
初
予
算

に
要
求
・
復
活
要
求
ま
で
し

て
計
画
の
必
要
性
を
再
三
示

し
て
き
た
。
た
く
さ
ん
の
事

業
が
着
々
と
進
む
中
、
な
ぜ

教
育
施
設
だ
け
遅
れ
る
の
か
。

軽
ん
じ
て
は
い
な
い
か
。

町
長　
言
い
訳
で
は
な
い
が
、

今
は
も
っ
と
踏
み
込
み
検
討

す
べ
き
だ
っ
た
と
思
う
。

円
で
建
設
し
た
。
町
は
施
設

建
設
に
対
す
る
負
担
は
し
て

い
な
い
。
冷
凍
冷
蔵
コ
ン
テ

ナ
借
上
料
２
０
０
万
円
は
町

が
負
担
し
た
。

問　
定
住
人
口
の
一
環
と
し

て
観
光
に
力
を
入
れ
て
い
る

が
大
磯
町
に
と
っ
て
正
し
い

選
択
か
。

町
長　
ま
ず
は
多
く
の
方
に

大
磯
町
を
知
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

問　
教
育
施
設
等
長
寿
命
化

計
画
は
町
内
教
育
施
設
の
維

持
・
改
善
の
た
め
の
非
常
に

大
切
な
計
画
だ
。
な
ぜ
当
初

予
算
で
は
な
く
12
月
補
正
予

算
で
計
上
し
た
の
か
。

町
長　
当
初
は
教
育
委
員
会

に
お
い
て
策
定
が
可
能
と
判

問　
漁
業
協
同
組
合
の
施
設

は
水
産
庁
の
補
助
金
と
漁
業

組
合
の
負
担
金
で
作
っ
た
と

聞
い
て
い
る
が
、
大
磯
町
は

い
く
ら
負
担
し
た
の
か
。

町
長　
漁
協
施
設
は
水
産
庁

の
交
付
金
５
４
１
４
万
円
と

漁
協
の
負
担
金
５
５
１
１
万

教
育
施
設
に
計
画
性
は吉

川　
　

諭

漁
協
施
設
に
つ
い
て

石
川　

則
男

小児医療費助成事業 待機児童対策事業 コンピュータ教育推進事業

6,2846,284  万円万円 2,6252,625  万円万円 11億億  6,0696,069  万円万円

8,4268,426  万円万円

１歳以上の所得制限撤廃と通院対
象を中学校卒業までに拡充し、子
どもの通院及び入院にかかる医療
費の自己負担分を助成した。

小規模保育事業所「もあなこび
とのこや」の移転に伴う改修費
を補助し、定員の拡充を行い、
待機児童の解消を図った。

児童・生徒の思考力や想像力の
向上に資するため、コンピュー
タ借上げ及びインターネット環
境整備を行った。

　　　　　令和２年度は

こんな事業が行われました　　　　　

（小学校費）

（中学校費）
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問　
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
に
お

い
て
、
対
策
や
訓
練
が
で

き
た
か
。
ま
た
ど
う
総
括

し
て
い
る
か
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
関
係
で
、
防
災

会
議
や
防
災
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま

た
、
総
合
防
災
訓
練
や
津

波
土
砂
避
難
訓
練
も
縮
小

し
た
中
で
や
っ
て
き
た
。

今
後
を
見
据
え
た
中
で
、

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
で
も
災

害
は
起
き
る
の
で
、
規
模

を
縮
小
す
る
か
、
ま
た
で

き
る
と
こ
ろ
は
訓
練
を
実

施
し
て
い
き
た
い
。

問　
監
査
委
員
の
指
定
管
理

団
体
及
び
財
政
援
助
団
体

の
監
査
方
法
は
。

答　
補
助
金
を
受
け
て
い
る

団
体
は
補
助
金
の
サ
イ
ク

ル
で
、
指
定
管
理
団
体
は

指
定
管
理
の
サ
イ
ク
ル
で

監
査
を
行
っ
て
い
る
。
補

助
金
と
指
定
管
理
料
を
両

方
受
け
て
い
る
団
体
は
、

一
緒
に
行
う
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。
ま
た
、
同
じ

団
体
を
何
年
度
に
も
わ
た

っ
て
監
査
す
る
こ
と
は
基

本
的
に
は
な
い
。

問　
本
庁
舎
等
維
持
管
理
事

業
の
駐
車
場
収
支
に
つ
い

て
、
1
年
間
で
１
万
円
プ

ラ
ス
と
い
う
計
算
で
よ
い

か
。

答　
本
庁
舎
の
閉
庁
日
に
駐

車
場
を
有
料
開
放
す
る
と

き
、
管
理
を
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て

い
る
。
１
１
１
万
４
千
円

に
対
し
て
１
１
０
万
円
４

千
円
の
支
出
で
、
１
万
円

プ
ラ
ス
で
あ
っ
た
。

問　
幼
児
教
育
・
保
育
の
無

償
化
に
伴
い
、
町
内
の
１

施
設
が
無
償
化
の
対
象
で

な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
公

平
性
に
関
し
協
議
等
は
し

た
の
か
。

答　
「
私
塾
ま
き
ば
」
は
無

償
化
の
対
象
外
で
は
な
く
、

保
育
の
必
要
性
が
認
め
ら

れ
て
い
る
方
は
無
償
化
の

対
象
に
な
っ
て
い
る
。
認

可
外
保
育
施
設
に
通
う
す

べ
て
の
子
ど
も
が
無
償
化

の
対
象
に
な
る
よ
う
、
国

や
県
に
対
し
て
要
望
書
を

提
出
し
た
。
国
や
県
に
対

し
継
続
し
て
要
望
を
続
け

て
い
き
た
い
。

問　
妊
産
婦
歯
科
健
康
診
査

で
の
お
知
ら
せ
方
法
は
ど

の
よ
う
に
し
た
の
か
。

答　
歯
科
衛
生
士
を
母
子
保

健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

一
人
と
し
て
雇
用
し
、
妊

娠
中
の
方
に
は
電
話
で
口

の
状
況
等
に
合
わ
せ
た
助

言
を
行
い
、
産
後
に
は
４

か
月
児
健
診
時
に
直
接
会

い
、
対
応
し
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
健
康
診
査
受
診

票
や
補
助
券
等
は
妊
娠
届

時
の
際
、
保
健
師
か
ら
一

人
ひ
と
り
に
説
明
を
し
て

い
る
。

11
万
円

監
査
委
員
事
務
局
運
営

事
務
事
業

３
３
４
万
円

防
災
対
策
等
事
務
事
業

87
万
円

防
災
組
織
等
育
成
事
業

４
億
１
０
８
２
万
円

本
庁
舎
等
維
持
管
理
事
業

（
駐
車
場
管
理
委
託
料

1
１
０
万
円
）

５
億
２
０
０
６
万
円

子
ど
も・子
育
て
支
援

新
制
度
運
営
事
業

２
９
７
３
万
円

妊
娠
出
産
前
支
援
事
業

（国保・後期高齢者・介護）及び下水道事業会計を認定

主 な 質 疑 内 容
監　

査

防　

災

子
育
て

本
庁
舎

健　

診

金額は、１万円未満を四捨五入

議 案議 案
第第6868号号

議 案議 案
第第6464号号

〜

役場駐車場
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問　
教
育
施
設
等
長
寿
命
化

計
画
策
定
が
、
国
か
ら
再

三
の
要
請
に
も
関
わ
ら
ず
、

な
ぜ
予
算
計
上
が
令
和
２

年
12
月
補
正
と
な
っ
た
の

か
。

答　
長
寿
命
化
計
画
の
策
定

に
向
け
て
、
平
成
31
年
度

か
ら
予
算
要
求
し
て
い
た

が
、
予
算
化
に
至
ら
ず
令

和
２
年
５
月
に
な
り
、
文

部
科
学
省
か
ら
年
度
内
に

策
定
す
る
よ
う
に
と
の
指

導
が
入
り
、
令
和
２
年
12

月
議
会
補
正
予
算
の
計
上

に
至
っ
た
。

問　
事
業
所
賃
借
料
補
助
金

と
持
続
化
給
付
金
の
成
果

は
。
ま
た
、
十
分
な
周
知

や
技
術
的
な
支
援
等
は
実

施
し
た
の
か
。

答　
情
報
を
確
実
に
届
け
る

こ
と
を
第
一
に
、
あ
ら
ゆ

る
媒
体
を
通
じ
て
周
知
に

努
め
た
。
ま
た
、
申
請
手

続
き
の
支
援
も
行
い
、
そ

の
結
果
、
想
定
を
上
回
る

給
付
件
数
と
な
り
、
効
果

が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

問　
「
大
磯
町
美
し
い
ま
ち

づ
く
り
条
例
」
の
普
及
啓

発
に
努
め
た
と
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
た

の
か
。

答　
条
例
に
「
自
分
の
敷
地

の
中
の
適
正
管
理
」
と
う

た
っ
て
お
り
、
主
に
苦
情

の
多
か
っ
た
草
木
の
繁
茂

に
つ
い
て
、
状
況
を
見
た

上
で
、
対
象
者
の
方
に
伝

え
、
適
正
管
理
を
指
導
し

た
。

問　
小
学
校
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
環
境
に
つ
い
て
、
通

信
速
度
は
十
分
で
あ
っ
た

か
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
学
校
と
家
庭
で
の
や

り
取
り
の
た
め
に
、
ポ
ケ

ッ
ト
Ｗ
ｉ
︲
Ｆ
ｉ
等
の
家

庭
へ
の
貸
出
し
な
ど
の
検

討
は
し
た
か
。

答　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

は
、
文
科
省
の
基
準
に
よ

る
と
理
論
上
は
問
題
が
な

い
が
、
令
和
３
年
度
か
ら

始
め
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

で
は
、
つ
な
が
り
に
く
い

こ
と
も
実
際
に
起
こ
っ
て

い
る
。
家
庭
へ
の
ポ
ケ
ッ

ト
Ｗ
ｉ
︲
Ｆ
ｉ
の
貸
出
し

は
検
討
し
た
が
、
通
信
料

は
個
人
負
担
で
あ
る
た
め

購
入
し
な
か
っ
た
。

問　
消
防
庁
舎
の
老
朽
化
へ

の
対
応
は
優
先
度
が
高
い

が
、
建
替
え
な
ど
の
議
論

は
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、

消
防
職
員
は
足
り
て
い
る

の
か
。

答　
消
防
広
域
化
の
問
題
も

あ
り
、
ま
ず
は
本
庁
舎
整

備
と
広
域
化
の
方
向
性
が

は
っ
き
り
し
な
い
と
、
本

格
的
な
議
論
は
難
し
い
。

消
防
の
職
員
定
数
50
人
の

う
ち
、
現
行
は
46
人
で
あ

る
。
分
署
も
あ
り
戦
力
的

に
分
散
し
て
お
り
、
メ
リ

ッ
ト
も
あ
る
が
、
人
員
配

置
の
点
で
厳
し
い
状
況
で

回
し
て
い
る
の
が
実
情
で

あ
る
。

算決
査審

４
５
８
万
円

美
化
推
進
事
業

３
２
５
１
万
円

小
規
模
事
業
者
等

事
業
所
賃
借
料
補
助
金

６
５
９
０
万
円

小
規
模
事
業
者
等

持
続
化
給
付
金

３
８
９
万
円

事
務
局
運
営
事
務
事
業

１
億
６
０
６
９
万
円

（
小
学
校
費
）

８
４
２
６
万
円

（
中
学
校
費
）

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育

推
進
事
業

５
５
６
万
円

消
防
庁
舎

維
持
管
理
事
業

令和２年度　一般会計を不認定、３特別会計

一 般 会 計 の
ま
ち
づ
く
り

商
工
業

教　

育

消　

防

決 算 特 別 委 員 会
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問　
下
水
道
の
接
続
率
は
令

和
２
年
度
77
・
４
％
と
前

年
度
か
ら
0.3
％
上
が
っ
て

い
る
が
、
令
和
２
年
度
の

目
標
値
は
い
く
ら
に
設
定

さ
れ
て
い
た
の
か
。

答　
下
水
道
の
接
続
率
が
こ

こ
の
と
こ
ろ
、
76
％
か
ら

77
％
と
そ
れ
ほ
ど
増
え
て

い
な
い
。
で
き
れ
ば
80
％

の
大
台
に
乗
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。　

　
　

令
和
２
年
度
、
下
水
道

に
切
り
替
え
て
い
た
だ
い

た
件
数
は
１
９
５
件
で
あ

っ
た
。

問　
大
磯
町
の
後
期
高
齢
者

の
人
数
は
。
ま
た
年
金
が

年
18
万
円
以
下
の
方
の
徴

収
方
法
は
。

答　
後
期
高
齢
者
の
人
数
は

令
和
３
年
３
月
末
で
５
７

９
７
人
。
ま
た
年
金
が
年

18
万
円
以
下
の
方
の
徴
収

方
法
は
、
７
月
に
保
険
料

納
付
通
知
書
を
送
付
し
、

翌
年
３
月
末
ま
で
に
９
回

に
分
け
て
納
付
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
る
。

問　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

は
浸
透
し
て
い
る
か
。
取

組
み
状
況
は
。

答　
令
和
２
年
８
月
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
差
額
通

知
を
郵
送
し
た
。
令
和
２

年
９
月
か
ら
令
和
３
年
６

月
審
査
分
ま
で
で
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更

し
た
件
数
は
延
べ
８
２
４

件
、
効
果
額
は
１
８
９
万

円
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
も
徐
々
に
浸
透
し
て

き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

69
万
円

国
民
健
康
保
険

適
正
化
等
事
業

１
０
０
万
円

後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
徴
収
事
業

10
億
３
９
２
４
万
円

管か
ん
渠き

ょ
建
設
改
良
費

国
民
健
康
保
険
事
業

国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計

特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療

後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計

特
別
会
計

下
水
道
事
業
会
計

下
水
道
事
業
会
計

３特別会計・下水道事業会計の
主な質疑

管か
ん

渠き
ょ

と
は

　

家
庭
や
工
場
な
ど
か
ら
集

め
た
汚
水
を
処
理
場
ま
で
送

る
管
を
い
い
ま
す
。

　緊急事態宣言期間中での開催となり、新型コロナウイルス感染症の感染
防止の観点から、初めて決算特別委員会を議会議場で開催しました。

決
算
特
別
委
員
会

委
員
長　
　
　

吉
川　

重
雄

副
委
員
長　
　

飯
田　

修
司

　
　
　
　
　
　

石
川　

則
男

　
　
　
　
　
　

吉
川　
　

諭

　
　
　
　
　
　

玉
虫
志
保
実

　
　
　
　
　
　

柴
崎　
　

茂

　
　
　
　
　
　

鈴
木
た
ま
よ

　
　
　
　
　
　

渡
辺　

順
子

第207号　2021/10

8

決
算
審
査

補
正
予
算

賛
否
結
果

条
例
改
正

陳
情
・
意
見
書

一
般
質
問

議
会
活
動



決算特別委員会での討論

本会議での討論

【
吉
川
諭
委
員
】

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
や
道
路
維
持
整
備
事
業

の
対
応
率
90
％
は
大
変
評
価

で
き
る
。
小
児
医
療
費
助
成

制
度
の
拡
充
は
前
進
だ
っ
た

が
、
予
算
の
計
画
的
執
行
と

長
期
的
視
点
が
欠
け
る
。

【
奥
津
勝
子
議
員
】

　

事
業
の
未
執
行
に
よ
り
、

不
用
額
が
多
か
っ
た
。
補
正

の
国
庫
支
出
金
等
を
生
か
し
、

最
終
年
度
と
な
っ
た
総
合
計

画
後
期
基
本
計
画
を
着
実
に

推
進
の
事
業
展
開
で
あ
り
、

予
算
執
行
は
適
正
。

【
鈴
木
た
ま
よ
委
員
】

　

本
庁
舎
同
様
、
優
先
的
に

整
備
す
べ
き
は
町
民
の
生

活
・
生
命
を
守
る
消
防
庁
舎
。

地
域
会
館
等
の
老
朽
化
の
危

険
性
も
整
理
す
べ
き
。
町
長

の
言
う
安
全
で
安
心
な
暮
ら

し
は
実
感
で
き
な
い
。

【
玉
虫
志
保
実
委
員
】

　

妊
娠
か
ら
幼
児
期
ま
で
の

家
庭
へ
の
環
境
整
備
は
評
価

す
る
が
、
本
庁
舎
建
設
基
金

の
積
極
的
な
積
み
立
て
に
比

べ
、
消
防
庁
舎
や
図
書
館
の

雨
漏
り
修
繕
等
へ
の
消
極
的

な
態
度
に
納
得
で
き
な
い
。

【
石
川
則
男
議
員
】

　

大
磯
港
み
な
と
オ
ア
シ
ス

推
進
事
業
は
大
い
に
疑
問
。

団
体
育
成
事
業
の
社
会
福
祉

協
議
会
へ
の
補
助
金
は
税
金

で
あ
り
、
活
用
に
つ
い
て
の

監
督
指
導
責
任
が
町
に
あ
る

と
契
約
に
あ
る
が
、
し
て
い

な
い
こ
と
が
問
題
。

【
柴
崎
茂
議
員
】

　

社
会
福
祉
法
人
の
軽
自
動

車
税
徴
収
を
お
か
し
い
と
言

わ
な
い
よ
う
な
議
会
に
対
す

る
支
出
は
到
底
い
た
だ
け
な

い
。
議
会
予
算
が
適
正
に
使

用
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
町

長
の
責
任
に
は
で
き
な
い
。

【
渡
辺
順
子
委
員
】

　

環
境
基
本
計
画
の
見
直
し
、

景
観
条
例
は
町
条
例
と
し
て

や
る
べ
き
。
本
庁
舎
建
設
基

金
の
積
み
立
て
は
積
極
的
に

積
む
べ
き
。
大
磯
駅
周
辺
安

全
・
安
心
に
ぎ
わ
い
創
出
事

業
や
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は

無
駄
遣
い
だ
っ
た
。

【
髙
橋
英
俊
議
員
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
等
を
有
効
に
活
用
し
積

極
的
に
町
民
に
必
要
な
支
援

を
行
っ
た
。
執
行
で
き
な
い

事
業
は
減
額
補
正
す
る
等
の

迅
速
な
対
応
を
評
価
す
る
。

【
飯
田
修
司
委
員
】

　

教
育
施
設
の
長
寿
命
化
計

画
を
ぎ
り
ぎ
り
で
や
っ
た
こ

と
が
一
番
悪
か
っ
た
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
問
題

は
、
動
き
を
察
知
し
て
い
な

が
ら
町
は
動
か
な
か
っ
た
。

努
力
す
べ
き
。

【
鈴
木
京
子
議
員
】

　

予
算
を
十
分
取
り
不
用
額

を
出
し
て
基
金
に
積
み
立
て

る
繰
り
返
し
。
補
正
も
含
め

て
町
民
の
期
待
に
添
う
執
行

が
で
き
た
と
は
言
え
な
い
。

相
模
川
流
域
下
水
道
建
設
負

担
金
を
払
わ
な
か
っ
た
の
で

下
水
道
事
業
会
計
は
賛
成
。

全
会
計 

賛
成

全
会
計 

賛
成

一
般
会
計 

反
対

３
特
別
会
計

下
水
道
事
業
会
計

２
特
別
会
計

下
水
道
事
業
会
計

一
般
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

下
水
道
事
業
会
計 

賛
成

一
般
会
計 

反
対

一
般
会
計

３
特
別
会
計

３
特
別
会
計

下
水
道
事
業
会
計

 

賛
成

 

賛
成

 

反
対

 

反
対

 

賛
成

※委員会での討論のため、「委員」と記載しています。

一般会計を不認定、３特別会計（国保・後期高齢者・介護）及び下水道事業会計を認定

全会計を認定
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反
対

【
鈴
木
京
子
議
員
】

　

デ
ジ
タ
ル
庁
を
監
視
す
る

と
こ
ろ
が
脆
弱
で
あ
る
こ
と

は
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

賛
成

【
柴
崎　
茂
議
員
】

　

国
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
よ

う
な
形
で
大
磯
町
行
政
も
行

っ
て
ほ
し
い
。

賛
成

【
石
川
則
男
議
員
】

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
あ
げ
て

い
く
こ
と
を
進
め
て
ほ
し
い
。

デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
法
及
び
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
の

関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

理
に
関
す
る
条
例

大
磯
町
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

改
正
内
容

　

令
和
３
年
５
月
19
日
に
公

布
さ
れ
た
「
デ
ジ
タ
ル
庁
設

置
法
」
及
び
「
デ
ジ
タ
ル
社

会
の
形
成
を
図
る
た
め
の
関

係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法

律
」
に
よ
り
、「
行
政
手
続

に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識

別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用

等
に
関
す
る
法
律
」
の
一
部

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

所
要
の
整
備
を
行
う
必
要
が

あ
る
た
め
、
関
係
条
例
の
規

定
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

改
正
内
容

　

令
和
３
年
度
税
制
改
正
大

綱
に
お
い
て
、
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）
の
グ
リ
ー
ン
化

特
例
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、

令
和
３
年
３
月
31
日
付
け
で

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
大
磯
町
町
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

問　
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
見

直
し
と
い
う
が
、
国
の
考

え
、
意
図
は
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答　
自
動
車
か
ら
の
排
出
ガ

ス
に
関
係
す
る
環
境
負
荷

を
抑
え
て
い
く
こ
と
。
制

度
は
、
平
成
28
年
度
か
ら

だ
が
、
十
分
で
な
い
た
め

延
長
と
な
っ
た
。

問　
例
年
ど
の
く
ら
い
の
台

数
が
新
規
取
得
さ
れ
、
課

税
の
対
象
に
な
っ
て
い
る

か
。

答　
お
よ
そ
２
３
０
台
。

問　
延
長
に
よ
っ
て
税
へ
の

影
響
は
。

答　
該
当
車
両
の
登
録
が
な

い
た
め
税
収
入
へ
の
影
響

は
な
い
。

問　
電
気
や
天
然
ガ
ス
の
軽

自
動
車
は
、
あ
ま
り
聞
か

な
い
が
、
販
売
さ
れ
て
い

る
対
象
車
を
把
握
し
て
い

る
か
。

答　
電
気
の
軽
自
動
車
は
、

貨
物
で
一
台
あ
る
の
は
確

認
で
き
て
い
る
。
天
然
ガ

ス
の
軽
自
動
車
は
、
市
販

車
を
改
造
し
て
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

に
対
応
す
る
形
で
販
売
さ

れ
て
い
る
の
が
多
い
と
把

握
し
て
い
る
。

問　
非
課
税
法
人
へ
の
影
響

は
。

答　
非
課
税
や
減
免
と
い
う

全
体
部
分
の
見
直
し
に
は

な
っ
て
い
な
い
。

問　
対
象
に
な
っ
て
い
る
車

の
購
入
費
の
補
助
を
考
え

た
か
。

答　
話
は
出
て
い
な
い
が
、

環
境
に
つ
い
て
は
、
非
常

に
大
切
な
話
と
し
て
認
識

し
て
い
る
。

議 案議 案
第第5555号号

議 案議 案
第第5656号号

討
　
論

人  事  案  件 を可決

問　
号
ず
れ
に
よ
る
改
正
と

の
こ
と
だ
が
、
個
人
情
報

保
護
条
例
の
変
更
点
は
。

答　
変
更
は
な
い
。

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
取
り

扱
い
の
変
更
点
は
。

答　
退
職
等
で
別
の
会
社
に

移
る
際
、
本
人
の
同
意
が

あ
る
場
合
に
限
り
、
新
た

な
勤
務
先
へ
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
の
情
報
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
な
る
。

問　
手
数
料
条
例
の
変
更
点

は
。

答　
町
の
事
務
手
続
き
が
変

わ
る
。
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反
対

【
吉
川　
諭
議
員
】

　

地
域
の
特
性
に
合
っ
た
ニ

ー
ズ
を
把
握
し
、
改
正
す
べ

き
。
規
制
緩
和
を
進
め
る
と

保
育
の
質
や
児
童
に
直
接
の

問
題
が
発
生
し
な
い
か
大
い

に
危
惧
す
る
。

賛
成

【
石
川
則
男
議
員
】

　

緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

保
育
士
不
足
の
解
消
に
つ
な

が
れ
ば
よ
い
。

大
磯
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

大
磯
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

改
正
内
容

　

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
整
備
及
び
拡
充
を
更
に
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
連
携
施
設
の
確

保
義
務
、
食
事
の
提
供
、
保
育
士
の
配
置
に
関
す
る
基
準
を
緩
和
す
る
た
め
、
ま
た
、
諸
記

録
の
作
成
、
保
存
等
を
原
則
と
し
て
電
磁
的
な
対
応
を
認
め
る
こ
と
と
す
る
た
め
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

改
正
内
容

　

保
育
施
設
の
利
用
調
整
の
実
施
に
つ
い
て
文
言
の
整
理
、

保
育
所
等
の
業
務
負
担
軽
減
等
を
図
る
観
点
か
ら
、
諸
記
録

の
作
成
、
保
存
等
に
つ
い
て
原
則
電
磁
的
な
対
応
を
認
め
る

こ
と
と
す
る
た
め
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

問　
大
磯
町
家
庭
的
保
育
事

業
等
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
が
令
和
２
年
９
月
議
会

で
否
決
に
な
っ
た
が
、
そ

の
後
一
年
間
ど
の
よ
う
な

不
都
合
が
あ
っ
た
か
。

答　
新
規
の
参
入
事
業
者
が

い
な
か
っ
た
た
め
、
特
に

問
題
は
発
生
し
て
い
な
い
。

問　
今
回
も
全
く
同
じ
提
案

だ
が
、
理
由
は
。

答　
条
例
を
国
基
準
に
合
わ

せ
た
上
で
、
運
用
上
の
一

定
基
準
を
設
け
る
た
め
別

に
要
綱
を
制
定
し
、
事
業

者
が
参
入
し
や
す
い
状
況

を
つ
く
り
た
い
。

問　
保
育
施
設
が
不
足
し
て

い
る
に
限
ら
ず
、
調
整
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

保
護
者
や
お
子
さ
ん
に
ど

の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の

か
。

答　
今
回
の
改
正
は
、
文
言

の
整
理
で
、
今
ま
で
明
文

化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も

の
を
新
た
に
明
記
し
て
い

問　
町
が
実
施
し
た
指
導
監

査
と
は
。

答　
家
庭
的
保
育
事
業
は
町

で
認
可
を
行
う
施
設
で
あ

る
た
め
、
一
定
期
間
置
い

た
中
で
各
施
設
が
認
可
基

準
に
合
っ
て
い
る
か
指
導

監
査
を
行
う
。

問　
連
携
施
設
の
確
保
義
務

と
あ
る
が
、
希
望
は
と
お

る
の
か
。

答　
受
入
れ
先
の
施
設
定
員

も
あ
る
が
、
お
お
む
ね
希

望
さ
れ
る
施
設
へ
進
ん
で

い
る
。

く
も
の
で
あ
り
、
保
護
者

へ
の
対
応
や
取
り
扱
い
に

つ
い
て
は
変
更
な
い
。

問　
電
磁
化
は
有
効
と
考
え

る
が
、
町
は
記
録
方
法
、

保
存
方
法
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
く
考
え
か
。

答　
公
立
園
に
つ
い
て
は
、

率
先
し
て
進
め
て
い
き
た

い
。

議 案議 案
第第5757号号

議 案議 案
第第5858号号

討
　
論

人  事  案  件

議 案議 案
第第5959号号

条  例  改  正 と

大磯町
固定資産評価審査委員会委員

杉
すぎ

本
もと

　豊
ゆたか

　氏

（70歳・石神台）
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問　
７
月
の
協
議
会
に
は
電

線
の
地
中
化
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
っ
た
。
広
報
お

お
い
そ
９
月
号
に
は
そ
れ

が
載
っ
て
い
な
い
が
。

答　
広
報
で
は
修
正
計
画
の

ポ
イ
ン
ト
を
載
せ
た
。
紙

面
の
関
係
で
詳
細
に
は
書

き
き
れ
な
か
っ
た
。

問　
大
磯
駅
周
辺
安
全
・
安

心
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
の

予
算
は
何
か
。

答　
計
画
区
域
内
に
あ
る
土

地
取
得
の
た
め
、
土
地
の

不
動
産
鑑
定
と
建
物
の
物

件
補
償
調
査
を
実
施
す
る

た
め
の
手
数
料
。

補
正
予
算
を
可
決
！

修
正
案
は
否
決

令和３年度一般会計補正予算の主な内容
歳　入

新型コロナウイルスワクチン接種対策
費国庫負担金 709万円

新型コロナウイルス接種体制確保事業
費国庫補助金 7,653万円

新型コロナウイルス感染症対応地方創
生臨時交付金 9,630万円

歳　出
公共施設整備基金積立金 1億円

本庁舎建設基金積立金 1億円

公衆無線ＬＡＮ等環境整備事業委託料 1,100万円

子育てファミリーエール商品券支給事業 4,549万円

新型コロナウイルスワクチン接種事業 9,841万円

令和３年度各会計補正予算
会計別 歳入歳出予算

一般会計 114億4,951万円
（６億2,101万円を追加）

国民健康保険事業特別会計 36億6,391万円
（7,191万円を追加）

後期高齢者医療特別会計 10億2,493万円
（4,107万円を減額）

介護保険事業特別会計 33億9,334万円
（2億2,134万円を追加）

金額は、1万円未満を四捨五入

〜

議 案議 案
第第6060号号

議 案議 案
第第6363号号

　
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
に
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
に
は
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
億
２
１

０
０
万
円
余
り
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
約

１
１
４
億
５
千
万
円
と
し
、
ま
た
地
方
債
の
補
正
と
し
て
、
補
正
前
の
計
11
億

６
３
１
０
万
円
を
10
億
５
４
１
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

増

大
磯
駅
周
辺
安
全
・
安
心

に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
に
４
８
３
万
円

大磯駅周辺のようす
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修
正
案
の
趣
旨
説
明

　

大
磯
駅
周
辺
安
全
・
安
心
に
ぎ

わ
い
創
出
事
業
に
つ
い
て
は
平
成

29
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
町
と

し
て
町
民
説
明
会
、
意
見
募
集
、

そ
れ
に
対
し
て
の
修
正
を
重
ね
て

き
た
。

　

し
か
し
、
「
広
報
お
お
い
そ
９

月
号
」
に
掲
載
さ
れ
た
修
正
計
画

で
は
、
町
民
に
納
得
し
て
い
た
だ

け
な
い
内
容
だ
と
思
う
。

　

特
に
、
一
番
お
金
の
か
か
る
電

線
地
中
化
の
こ
と
に
つ
い
て
、
何

も
触
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
は
問

題
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
計
画
は
当
初
予
算

で
は
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
来

て
急
ぐ
理
由
が
理
解
で
き
な
い
。

　

こ
の
場
所
が
必
要
な
ら
ば
、
そ

も
そ
も
所
有
者
の
協
力
を
得
て
か

ら
、
全
体
を
考
え
る
べ
き
だ
っ
た
。

　

町
道
認
定
問
題
も
解
決
さ
れ
て

い
な
い
。

　
修
正
案
に
対
す
る
質
疑

問　
４
８
３
万
円
を
削
除
す
る
と
、

用
途
交
渉
を
進
め
る
た
め
の
基

礎
資
料
を
作
成
で
き
な
い
が
、

土
地
購
入
に
反
対
な
の
か
。

答　
協
力
が
得
ら
れ
た
ら
、
考
え

る
と
い
う
こ
と
だ
。

問　
修
正
案
が
可
決
し
た
ら
、
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
執
行
者
で
な
い
の
で
答
え
ら

れ
な
い
。

問　
今
回
は
外
す
と
い
う
な
ら
、

い
つ
な
ら
よ
い
の
か
。

答　
こ
の
修
正
案
に
対
し
て
議
会

が
ど
ん
な
態
度
表
明
を
す
る
か

に
よ
る
。
結
果
を
受
け
て
執
行

者
が
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。

問　
こ
の
修
正
案
は
町
民
の
利
益

に
つ
な
が
る
か
。

答　
町
民
と
の
信
頼
関
係
構
築
の

た
め
、
大
切
な
プ
ロ
セ
ス
だ
。

一
般
会
計
補
正
予
算
修
正
案
を
提
出

【
髙
橋
英
俊
議
員
】

　

住
民
説
明
会
で
は
多
く
の

町
民
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
町
は
計
画
の

修
正
を
決
め
た
。
さ
ら
に
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
意

見
を
集
約
し
て
い
る
。

【
柴
崎
茂
議
員
】

　

こ
の
場
所
の
整
備
に
は
、

今
回
の
補
正
予
算
が
可
決
し

て
も
建
物
解
体
の
予
算
な
ど

ま
だ
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
続

く
。
本
格
的
な
整
備
へ
の
着

手
は
令
和
７
年
に
な
る
。

【
石
川
則
男
議
員
】

　

駅
前
の
安
心
安
全
と
い
う

が
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
事
故

が
あ
っ
た
か
も
把
握
し
て
い

な
い
。
町
民
の
安
心
安
全
で

は
な
く
自
分
た
ち
が
や
り
た

い
か
ら
を
否
定
で
き
な
い
。

【
二
宮
加
寿
子
議
員
】

　

駅
前
広
場
東
側
の
歩
道
整

備
や
横
断
歩
道
前
後
の
滞
留

空
間
の
確
保
は
一
刻
も
早
く

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
整

備
だ
。
民
有
地
取
得
の
た
め

に
不
動
産
鑑
定
は
必
要
だ
。

【
鈴
木
た
ま
よ
議
員
】

　

駅
前
の
整
備
計
画
に
つ
い

て
は
、
大
規
模
開
発
に
は
反

対
だ
。
し
か
し
、
駅
前
全
体

の
経
過
や
駐
輪
場
跡
地
の
有

効
活
用
の
た
め
に
対
象
の
土

地
は
購
入
し
た
い
。

【
渡
辺
順
子
議
員
】

　

調
査
費
を
否
決
す
る
と
事

業
が
進
ま
な
い
と
い
う
が
、

今
で
さ
え
２
億
３
千
万
円
か

か
る
。
土
地
の
費
用
な
ど
は

含
ま
れ
て
い
な
い
。
議
会
の

責
任
を
果
た
せ
る
の
か
。

【
奥
津
勝
子
議
員
】

　

平
成
26
年
か
ら
大
磯
駅
前

用
地
利
活
用
検
討
委
員
会
、

大
磯
駅
周
辺
安
全
安
心
・
に

ぎ
わ
い
創
出
検
討
会
議
を
経

て
整
備
計
画
を
作
っ
て
き
た
。

国
交
付
金
も
出
て
い
る
。

【
玉
虫
志
保
実
議
員
】

　

地
権
者
と
の
用
地
交
渉
を

進
め
る
た
め
の
基
礎
資
料
作

成
の
た
め
必
要
な
予
算
。
今
、

町
が
考
え
て
い
る
駅
前
広
場

整
備
事
業
計
画
す
べ
て
を
認

め
る
も
の
で
は
な
い
。

【
吉
川
重
雄
議
員
】

　

修
正
案
が
出
た
と
こ
ろ
に

つ
い
て
や
め
る
わ
け
で
は
な

い
。
し
っ
か
り
と
今
ま
で
の

問
題
点
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
を

明
ら
か
に
し
、
そ
れ
か
ら
ス

タ
ー
ト
を
す
れ
ば
よ
い
。

討
　
　
論

修
正
案
に
反
対
し
、
原
案
に
賛
成

修
正
案
に
賛
成

修正案に対する討論

提出者
鈴木　京子
石川　則男
渡辺　順子

大
磯
駅
周
辺
安
全
・
安
心
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業

手
数
料
及
び
調
査
委
託
料
の
４
８
３
万
円
を
削
除

第207号　2021/10

13

決
算
審
査

補
正
予
算

賛
否
結
果

条
例
改
正

審
議
結
果

一
般
質
問

議
会
活
動



みなさんの陳情はこうなりました
番号 件　名 提出者 要　旨 付託

委員会 委員会の意見・結果

第
５
号

辺野古新基地建設の中止
と、普天間基地の沖縄県
外・国外移転について国民
的議論を行い、憲法に基づ
き公正かつ民主的に解決す
るべきとする意見書の採択
を求める陳情

「新しい提案」
実行委員会
責任者　安里　長従

全国青年司法書士協議会
会長　阿部　健太郎

沖縄県民の民意に反する辺野古
新基地建設工事の中止と普天間
基地の運用を停止にし、代替施
設が国内に必要か国民的議論を
行い、法整備等のしくみの中で
公正に解決することを求める。

総務
建設

採択の立場：沖縄県民の民意に
反する辺野古新基地建設工事
に戦没者の遺骨の残る土砂を
使用には遺憾。
不採択の立場：少しでも早く辺
野古移転をすべき。

採択
（採択４、不採択２）

第
６
号

大磯町の町長選挙と町議会
選挙の同日選挙実施に対し
ての陳情

新宅　文雄
森杉　宣夫
柳田　進

大磯町町長選挙と町議会選挙の
同日選挙実施の早期実現を図る
ことを求める。

総務
建設

採択の立場：議論を深めたい。
＊採択

（採択３、趣旨採択２、不採択２）

第
７
号

大磯町の町長選挙と町議会
選挙の同日選挙実施に対し
ての陳情

尾白　佳隆 大磯町町長選挙と町議会選挙の
同日実施の実現を求める。

総務
建設

不採択の立場：ベストな制度
＊採択

（採択３、趣旨採択２、不採択２）

第
８
号

地球温暖化対策の強化を求
める意見書を国に提出する
よう求めます。

湘南生活クラブ
生活協同組合
理事長　飯田　厚子

湘南生活クラブコモンズ
なかぐん　運営委員会
環境委員長　神田　玲

2050年度再生可能エネルギー
100％達成と石炭火力発電を縮
小廃止するよう政策を進める事
を求める。

総務
建設

採択の立場：国に対して地球温
暖化対策の強化を求めたい。

採択
（採択５、不採択１）

＊は同数により委員長採決で採択となりました。

意見書を提出しました
コロナ禍による厳しい財政状況に対し地方税財源の充実を求める意見書

辺野古新基地建設の中止と、普天間基地の沖縄県外・国外移転について
国民的議論を行い、憲法に基づき公正かつ民主的に解決するべきとする
意見書

地球温暖化対策の強化を求める意見書

　地方自治体においては、新型コロナウイルス感染症対策はもとより、地方創生、雇用
対策、防災・減災対策、デジタル化や脱炭素社会の実現と共に、財政需要の増嵩が見込
まれる社会保障等への対応に迫られており、地方税財源の充実が不可欠である。

　安全保障の議論は日本全体の問題である。普天間基地の代替施設が国内に必要か否か
は最終的には国会で国が最終的に責任を負う法整備等のしくみの中で行うべきである。

　現在審議中の第６次エネルギー基本計画（案）の内容は、世界が必死に取り組むべき
目標よりも低い設定である。石炭火力発電の縮減はもっとも効率的な脱炭素政策である
ため、2050年温室効果ガスゼロに向けて石炭火力発電の大幅な縮減と再生可能エネルギ
ーの拡大戦略を記し、巨大なリスクを抱える原子力発電所は廃止するべきである。

全文はこちら

全文はこちら

全文はこちら

意見書案意見書案
第第44号号

意見書案意見書案
第第55号号

意見書案意見書案
第第66号号

※どなたでも陳情書や請願（議員の紹介が必要）を議会に提出することができます。
　提出の締め切り（12月定例会分）　11月19日（金）午後５時まで
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議案に対する各議員の賛否結果一覧表
議
案
番
号

議員名（議席順）　

　議　　　案

清
田　
文
雄

吉
川　
重
雄

石
川　
則
男

吉
川　
　
諭

二
宮
加
寿
子

奥
津　
勝
子

鈴
木　
京
子

玉
虫
志
保
実

飯
田　
修
司

髙
橋　
英
俊

柴
崎　
　
茂

鈴
木
た
ま
よ

渡
辺　
順
子

竹
内
恵
美
子

結　
　
　
果

掲
載
ペ
ー
ジ
番
号

55
デジタル庁設置法及びデジタル社会の形成を図るための関
係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整理に
関する条例

○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ― 可決
10

56 大磯町町税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ― 可決

57 大磯町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例 ○ ● ○ ● ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ― 可決

1158 大磯町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ― 可決

59 大磯町固定資産評価審査委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決

60
議案第60号令和３年度大磯町一般会計補正予算（第２
号）に対する修正案 ● ○ ○ ● ● ● ○ ● ○ ● ● ● ○ ― 否決

12
・
13

令和３年度大磯町一般会計補正予算（第２号） ○ ● ● ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ● ― 可決

61 令和３年度大磯町国民健康保険事業特別会計補正予算（第
１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決

62 令和３年度大磯町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１
号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決

63 令和３年度大磯町介護保険事業特別会計補正予算（第１
号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ― 可決

64 令和２年度大磯町一般会計歳入歳出決算の認定について ○ ● ● ● ○ ○ ● ● ● ○ ○ 欠 ○ ＊ 認定

2
〜
9

65 令和２年度大磯町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算
の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ― 認定

66 令和２年度大磯町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の
認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ― 認定

67 令和２年度大磯町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認
定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ 欠 ○ ― 認定

68 令和２年度大磯町下水道事業会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ― 認定

意見書案
第４号

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実
を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 欠 ○ ― 可決

14意見書案
第５号

辺野古新基地建設の中止と、普天間基地の沖縄県外・国外
移転について国民的議論を行い、憲法に基づき公正かつ民
主的に解決するべきとする意見書

● ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ● 欠 ○ ― 可決

意見書案
第６号 地球温暖化対策の強化を求める意見書　　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● 欠 ○ ― 可決

　○は賛成　　●は反対　　欠は欠席　　―は議長が賛否に加わっていない
　＊は可否同数により議長採決で認定となりました。

議案はこちら

　いつでもどこでも「議会だより
おおいそ」をご覧いただけます！

　　　アプリをダウンロード！▶

　これまで行われた委員会、協
議会、本会議の会議録は、役場
１階情報コーナー、町立図書館
のほか、大磯町議会ホームペー
ジ内でもご覧いただけます。

陳情採決については、14ページ
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一般質問は、９月９日・１０日に１２人の議員から２６問ありました。一般質問は、９月９日・１０日に１２人の議員から２６問ありました。

質問と答弁の内容を要約してお知らせします。質問と答弁の内容を要約してお知らせします。
詳細は会議録・ホームページ・ＤＶＤ（図書館貸出）をご利用ください。詳細は会議録・ホームページ・ＤＶＤ（図書館貸出）をご利用ください。

本会議では、新型コロナウイルス感染症対策のため、飛沫感染防止板を設置し開催しました。本会議では、新型コロナウイルス感染症対策のため、飛沫感染防止板を設置し開催しました。

【文責は本人】【文責は本人】

吉川重雄吉川重雄

問　
町
の
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
職
員
が
全
員
退
職
し
た

後
の
体
制
は
整
っ
た
の
か
。

　
町
民
利
用
者
の
不
安
解
消

は
で
き
た
の
か
。
ま
た
３
月

25
日
に
町
長
に
提
出
さ
れ
た

中
郡
医
師
会
か
ら
の
要
望
書

へ
の
回
答
は
出
さ
れ
た
の
か
。

町
長　
令
和
３
年
４
月
１
日

の
時
点
で
は
、
町
が
求
め
る

三
つ
の
職
種（
一
）主
任
介
護

支
援
専
門
員（
二
）社
会
福
祉

士（
三
）保
健
師
が
配
置
さ
れ

た
が
、
４
月
末
で（
一
）主
任

介
護
支
援
専
門
員
が
退
職
さ

れ
、
現
在
に
至
る
ま
で
そ
の

席
は
不
在
で
あ
る
。
町
民
へ

の
不
安
解
消
に
つ
い
て
は
、

職
員
が
定
着
し
始
め
た
こ
と

で
少
し
ず
つ
改
善
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
中
郡
医
師
会
へ

の
回
答
は
６
月
に
し
た
。

問　
町
長
が
定
め
た
町
条
例

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
・
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
」
や
規

則
・
方
針
・
仕
様
書
な
ど
が

守
ら
れ
て
い
る
か
。
正
し
い

運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
と
思

っ
て
い
る
の
か
。
町
長
の
答

弁
を
求
め
る
。

町
長　
二
者
択
一
で
答
え
ろ

と
い
う
こ
と
だ
が
、
な
か
な

か
イ
エ
ス
・
オ
ア
・
ノ
ー
で

答
え
ら
れ
る
状
況
で
は
な
い

の
で
、
少
し
補
足
を
さ
せ
な

が
ら
申
し
上
げ
る
。
私
の
判

断
で
一
日
も
早
く
社
協
と
し

て
定
員
を
揃
え
て
や
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

　包括職員退職後の
　　　　　体制は整ったか

三職種の（一）が不在

第207号　2021/10

16

決
算
審
査

補
正
予
算

賛
否
結
果

条
例
改
正

陳
情
・
意
見
書

一
般
質
問

議
会
活
動



吉川　諭吉川　諭

二宮加寿子二宮加寿子

問　
よ
り
良
い
地
域
づ
く
り

の
た
め
に
子
ど
も
や
若
者
の

ニ
ー
ズ
を
反
映
す
る
必
要
が

あ
る
。
現
在
の
取
り
組
み
は
。

町
長　
子
ど
も
た
ち
が
町
の

イ
ベ
ン
ト
や
地
域
の
行
事
に

参
加
す
る
中
で
、
意
見
等
が

行
政
に
届
く
と
考
え
る
。
ま

た
町
の
計
画
策
定
時
に
は
ア

ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
て
い
る
。

問　
町
が
設
定
し
た
問
い
に

対
し
意
見
を
も
ら
う
だ
け
で

い
い
の
か
。
愛
川
町
で
は
町

長
と
小
学
生
と
の
ラ
ン
チ
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
、
温

か
い
中
学
校
給
食
や
ス
ケ
ー

ト
パ
ー
ク
設
置
な
ど
に
反
映

さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
直
接

的
に
子
ど
も
や
若
者
の
声
を

聴
く
場
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長　
ぜ
ひ
と
も
そ
う
い
う

形
を
や
っ
て
い
き
た
い
。

教
育
長　
子
ど
も
は
大
人
を

よ
く
見
て
い
る
。
ま
ち
づ
く

り
に
参
加
で
は
な
く
参
画
し

て
も
ら
い
た
い
。　

問　
若
者
議
会
や
高
校
生
議

会
を
実
施
し
て
ま
ち
づ
く
り

へ
の
参
画
を
促
進
す
る
取
り

組
み
は
全
国
に
あ
る
。
若
者

と
地
域
を
結
び
つ
け
る
た
め

に
、
こ
れ
か
ら
町
と
し
て
ど

う
取
り
組
む
か
。

町
長　
非
常
に
大
事
だ
と
認

識
す
る
。
私
自
身
が
子
ど
も

と
も
接
し
な
が
ら
、
し
っ
か

り
と
職
員
と
検
証
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

〇
大
磯
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど

も
園
化
に
つ
い
て

問　
気
象
庁
で
は
地
域
防
災

支
援
の
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
る
。
大
磯
町
と
気
象
台

と
の
連
携
状
況
は
。

町
長　
台
風
の
接
近
、
大
雨

な
ど
予
想
さ
れ
る
場
合
、
気

象
庁
は
、
神
奈
川
県
に
対
し

気
象
庁
連
絡
事
項
、
横
浜
地

方
気
象
台
は
神
奈
川
気
象
情

報
を
発
表
し
、
県
を
通
じ
て

気
象
情
報
の
提
供
を
受
け
て

い
て
、
被
害
が
想
定
さ
れ
る

場
合
に
は
、
先
行
的
な
対
策

に
役
立
て
て
い
る
。

　

甚
大
な
災
害
の
発
生
が
予

測
さ
れ
る
場
合
に
は
、
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
と
し
て
気
象
台
か

ら
町
へ
電
話
連
絡
が
入
る
。

　

災
害
対
応
が
必
要
な
場
合

に
は
、
気
象
台
の
蓄
積
し
た

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
、

刻
々
と
変
化
す
る
気
象
状
況

に
対
応
し
解
説
や
助
言
、
適

切
な
防
災
対
応
の
判
断
が
で

き
る
よ
う
支
援
を
受
け
、
気

象
台
と
連
絡
を
図
っ
て
い
る
。

問　
今
年
５
月
に
災
害
対
策

基
本
法
が
改
正
、
市
町
村
に

も
個
別
計
画
の
作
成
を
促
進

し
て
い
る
が
現
状
は
ど
う
か
。

答　
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
を
区
長
、
民
生
委
員
、
民

生
委
員
児
童
委
員
の
他
、
関

係
機
関
に
配
布
し
て
い
る
。

問　
気
象
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が

防
災
対
策
支
援
し
て
い
る
が
。

答　
基
調
講
演
等
の
実
施
や

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
作
成

改
善
支
援
、
防
災
訓
練
へ
の

協
力
実
施
と
理
解
し
て
い
る
。

　若者の声は
　　　　　届いているか

町からの投げかけ必要

　大磯町と気象台との連携は　　　　　
情報提供を受けている

愛川町のランチミーティング

町と気象台との連携
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鈴木たまよ鈴木たまよ

石川則男石川則男

問　
令
和
元
年
12
月
定
例
会

で
、
「
駐
車
場
を
確
保
す
る

と
い
う
こ
と
を
計
画
し
た
い

と
考
え
て
い
る
」
と
回
答
を

い
た
だ
い
た
が
、
そ
の
後
の

進
捗
状
況
は
。

答　
色
々
な
事
情
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
検
討
を
し
て
い

る
。

問　
未
だ
に
検
討
中
と
い
う

の
は
残
念
。
ペ
ッ
ト
が
い
る

方
も
車
で
避
難
で
き
る
な
ら

一
緒
に
避
難
し
よ
う
と
い
う

方
も
い
る
こ
と
か
ら
駐
車
場

の
確
保
は
非
常
に
大
切
だ
と

思
う
が
。 

町
長　
今
回
、
大
磯
小
学
校

に
は
運
動
場
に
入
れ
て
よ
い

と
言
っ
た
が
、
あ
ま
り
多
く

の
方
が
来
な
か
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
今
後
は
発
令
と
同

時
に
オ
ー
プ
ン
に
し
て
い
く

と
い
う
コ
ン
セ
ン
サ
ス
も
決

め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
。

問　
地
域
会
館
は
災
害
時
に

自
主
防
災
組
織
の
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
的
存
在
に
な
る
。
自

助
・
共
助
に
重
き
を
置
く
の

で
あ
れ
ば
、
地
域
に
は
必
ず

一
つ
は
必
要
で
は
。

町
長　
黒
岩
に
つ
い
て
は
、

急
斜
面
地
が
あ
る
た
め
そ
こ

に
逃
げ
て
く
だ
さ
い
と
は
町

は
言
い
に
く
い
。
町
の
方
針

と
し
て
建
て
替
え
は
な
い
と

言
い
続
け
て
来
た
が
、
整
備

を
ど
う
し
て
い
く
か
と
い
う

話
は
し
て
い
る
。

問　
平
成
５
年
に
土
地
を
寄

附
し
、
12
回
も
公
民
館
の
建

て
替
え
要
望
を
出
し
た
。
町

は
土
地
を
寄
附
し
た
こ
と
を

ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

町
長　
施
設
の
老
朽
化
対
策

や
地
区
活
性
化
な
ど
を
図
る

た
め
、
町
に
よ
る
建
て
替
え

を
要
望
し
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。

問　
平
成
22
年
９
月
30
日
の

町
長
と
語
り
合
う
集
い
の
町

の
回
答
は
。

町
長　
「
用
地
を
含
む
施
設

の
移
管
が
行
わ
れ
た
場
合
は
、

町
が
所
有
す
る
施
設
と
し
て

新
た
に
整
備
を
行
い
、
地
区

に
管
理
を
委
託
す
る
」
と
当

時
、
町
が
回
答
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
私
が
町
長
に
な

っ
た
時
、
黒
岩
公
民
館
の
件

は
申
し
送
り
が
な
か
っ
た
。

問　
そ
れ
は
黒
岩
地
区
の
住

民
に
ど
う
責
任
が
あ
る
の
か
。

町
長　
私
は
黒
岩
地
区
の
責

任
と
は
申
し
て
お
ら
ず
、
町

の
責
任
と
申
し
上
げ
た
わ
け

で
、
現
実
に
皆
さ
ん
の
そ
う

い
う
施
設
を
ど
う
実
現
さ
せ

て
い
く
か
と
い
う
話
を
し
て

い
く
準
備
に
入
っ
て
い
る
。

問　
町
の
回
答
は
い
つ
ま
で

に
行
う
と
か
、
途
中
経
過
は

少
な
く
と
も
３
か
月
後
に
は

報
告
す
る
等
、
時
間
を
切
っ

た
仕
事
を
し
な
い
。
７
月
10

日
の
黒
岩
で
の
会
議
議
事
録

は
い
つ
出
せ
る
の
か
。

答　
一
応
10
日
程
で
地
区
の

方
に
お
送
り
で
き
る
。

　避難所の駐車場は
　　　　　確保できたのか

今、検討をしている

　黒岩公民館の建て替え要望は　　　　　
建て替えはしない

避難場所を事前に話し合う

黒岩公民館
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玉虫志保実玉虫志保実

飯田修司飯田修司

問　
電
線
類
地
中
化
と
雨
や

日
差
し
よ
け
の
屋
根
を
つ
け

る
こ
と
は
矛
盾
し
な
い
か
。

町
長　
駅
前
広
場
南
側
歩
道

の
５
本
の
電
柱
は
駅
前
の
景

観
を
阻
害
し
て
お
り
、
安
全

性
や
利
便
性
の
両
面
か
ら
課

題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

災
害
へ
の
対
応
も
含
め
、
電

線
類
の
地
中
化
は
必
要
と
考

え
る
。
上
屋
を
設
置
す
る
こ

と
で
駅
前
広
場
の
景
観
を
損

ね
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
大

き
さ
や
素
材
、
デ
ザ
イ
ン
な

ど
も
検
討
し
て
い
く
。

問　
設
置
後
の
屋
根
の
維
持

管
理
は
町
が
行
う
の
か
。

答　
整
備
後
の
上
屋
の
維
持

管
理
に
つ
い
て
は
駅
前
広
場

全
体
の
維
持
管
理
の
中
で
町

が
行
っ
て
い
く
。

問　
上
屋
の
設
置
に
つ
い
て

は
初
め
か
ら
設
置
あ
り
き
の

よ
う
に
感
じ
る
。
完
全
に
雨

風
を
防
げ
る
よ
う
な
上
屋
は

な
い
と
思
う
が
、
今
か
ら
で

も
上
屋
の
設
置
を
や
め
よ
う

と
は
考
え
な
い
の
か
。

答　
現
在
タ
ク
シ
ー
乗
り
場

に
し
か
上
屋
は
な
い
。
雨
の

日
に
駅
舎
出
入
り
口
が
混
雑

す
る
状
況
も
見
受
け
ら
れ
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お
い
て

は
一
切
不
要
と
い
う
回
答
は

最
も
少
な
く
、
バ
ス
停
の
上

屋
設
置
を
望
む
方
は
多
い
。

利
便
性
の
向
上
の
た
め
に
も

必
要
な
施
設
と
考
え
る
。
来

年
度
予
定
の
実
施
設
計
の
中

で
詳
細
は
検
討
し
て
い
く
。

問　
旧
吉
田
邸
の
柱
が
杉
で

も
檜
で
も
な
く
椹さ
わ
らに
取
り
替

わ
っ
て
い
る
が
。
椹さ
わ
らと

い
う

木
は
建
具
や
風
呂
お
け
に
は

使
う
が
芯
が
弱
い
か
ら
建
築

構
造
材
に
は
使
わ
な
い
が
。

町
長　
そ
う
い
う
椹さ
わ
らの

よ
う

な
木
を
使
っ
て
い
る
と
す
れ

ば
、
町
と
し
て
も
看
過
す
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
決
し

て
い
い
加
減
な
物
を
造
る
業

者
で
は
な
い
と
思
う
し
、
県

も
し
っ
か
り
と
し
た
管
理
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
た
は
ず

で
あ
る
の
で
、
こ
こ
は
調
べ

る
。

問　
旧
吉
田
邸
の
雨
漏
り
に

つ
い
て
、
原
因
の
究
明
を
し

た
か
。

教
育
長　
雨
漏
り
の
発
生
は

な
い
。
修
復
工
事
も
行
っ
て

い
な
い
し
、
今
後
の
修
繕
の

予
定
も
な
い
。

答　
あ
く
ま
で
も
雨
染
み
と

い
う
形
の
認
識
。
今
後
に
つ

い
て
は
修
繕
を
町
職
員
で
し

て
い
く
と
、
考
え
て
い
る
。

〇
漁
協
事
務
所
に
つ
い
て

問　
み
な
と
オ
ア
シ
ス
事
業

で
漁
協
事
務
所
を
併
設
し
な

か
っ
た
理
由
は
。

町
長　
事
務
所
に
つ
い
て
は

既
存
の
施
設
の
有
効
活
用
を

図
る
こ
と
を
漁
業
組
合
が
組

織
と
し
て
決
め
た
も
の
で
あ

り
、
漁
協
の
判
断
と
し
か
申

し
上
げ
ら
れ
な
い
。　

　利便性と景観の
　　　　　どちらを優先か

それぞれ配慮し進める

　旧吉田邸の柱が椹
さわらざい

材で
　　　　　　　　よいのか

勘違いではないか

開放感のある現在の駅前広場

旧吉田茂邸
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鈴木京子鈴木京子

髙橋英俊髙橋英俊

問　
自
校
方
式
の
中
学
校
給

食
の
行
程
は
。

町
長　
実
施
方
式
に
つ
い
て

は
自
校
方
式
だ
が
、
総
合
的

に
再
検
討
を
行
っ
た
ほ
う
が

よ
い
と
の
意
見
を
受
け
、
施

設
建
設
は
白
紙
に
戻
し
、
再

検
討
す
る
結
論
に
至
っ
た
。

教
育
長　
教
育
施
設
の
長
寿

命
化
計
画
を
踏
ま
え
た
上
で
、

教
育
全
体
に
目
を
向
け
た
ビ

ジ
ョ
ン
を
作
成
、
必
要
な
施

設
の
整
備
を
検
討
す
る
。

　

昼
食
支
援
は
、
希
望
す
る

ご
家
庭
に
対
し
て
昼
食
費
の

補
助
を
実
施
し
て
い
る
。

問　
建
設
に
つ
い
て
白
紙
に

戻
す
と
い
う
こ
と
は
、
中
学

校
給
食
は
な
く
な
る
の
か
。

答　
建
設
に
つ
い
て
は
白
紙

に
戻
す
が
、
自
校
方
式
は
決

定
し
て
い
る
。

問　
要
保
護
、
準
要
保
護
の

方
へ
の
補
助
は
わ
か
る
が
、

注
文
状
況
は
。

答　
２
学
期
か
ら
注
文
弁
当

を
始
め
た
。
平
均
す
る
と
一

日
２
～
４
食
、
今
日
は
合
計

13
個
で
あ
る
。

問　
一
食
５
０
０
円
は
材
料

費
の
倍
、
一
か
月
20
食
だ
と

１
万
円
か
か
る
。
町
長
は
保

護
者
の
負
担
軽
減
を
す
る
考

え
は
な
い
の
か
。

答　
登
録
者
数
は
１
０
０
名

超
。
値
段
も
あ
わ
せ
て
検
討

し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

〇
大
磯
駅
前
整
備
は
白
紙
に

〇
大
磯
幼
な
ぜ
民
営
化
か

問　
金
目
川
（
花
水
川
）
の

洪
水
・
浸
水
想
定
と
河
川
の

整
備
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
金
目
川
流
域
に
１
日
３

９
６
ミ
リ
の
降
雨
量
を
想
定

し
、
金
目
川
の
国
道
１
号
か

ら
下
流
の
下
花
水
橋
ま
で
の

右
岸
の
未
整
備
箇
所
の
工
事

を
、
令
和
６
年
度
の
完
成
を

め
ざ
し
県
が
進
め
て
い
る
。

問　
三
沢
川
の
河
川
整
備
状

況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
大
磯
高
等
学
校
東
側
、

松
下
橋
か
ら
富
士
白
苑
ま
で

の
２
５
０
ｍ
区
間
と
、
た
ま

や
大
磯
店
南
側
、
浜
竹
川
付

橋
か
ら
富
士
白
苑
ま
で
の
３

０
０
ｍ
を
併
せ
た
５
５
０
ｍ

区
間
で
、
護
岸
の
嵩
上
げ
工

事
を
、
来
年
１
月
末
の
完
成

を
目
指
し
進
め
て
い
る
。
ま

た
、
来
年
度
に
金
目
川
合
流

部
の
ゲ
ー
ト
設
置
に
向
け
具

体
的
な
検
討
を
進
め
る
。

問　
洪
水
・
浸
水
に
対
す
る

住
民
避
難
は
ど
の
よ
う
に
行

う
の
か
。

答　
想
定
す
る
台
風
の
進
路
、

雨
量
を
考
慮
し
、
災
害
対
策

本
部
を
設
置
、
配
備
体
制
の

強
化
、
避
難
所
の
開
設
の
順

で
進
め
、
各
区
長
に
も
地
域

会
館
で
の
対
応
を
要
請
す
る
。

問　
高
麗
３
丁
目
の
指
定
避

難
所
は
ど
こ
か
、
周
知
が
必

要
だ
が
。

答　
Ｊ
Ｒ
南
側
は
平
塚
工
科

高
等
学
校
、
Ｊ
Ｒ
北
側
は
旧

平
塚
商
業
高
等
学
校
が
指
定

避
難
所
と
な
っ
て
い
る
。

　中学校給食実施の行程は　　　　　
建設については白紙

　金目川・三沢川整備と
　　　　　　　避難対策は

順次工事を進めている

中学校弁当注文書 予約サイトより

集中豪雨による金目川の増水状況
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渡辺順子渡辺順子

柴崎　茂柴崎　茂

問　
令
和
元
年
度
、
大
磯
町

社
会
福
祉
協
議
会
が
町
の
監

査
か
ら
会
計
処
理
の
不
備
を

指
摘
さ
れ
た
が
そ
の
内
容
は
。

答　
貸
借
対
照
表
の
記
載
ミ

ス
、
人
件
費
の
按
分
根
拠
や

自
主
事
業
の
区
分
の
明
確
化

な
ど
が
指
摘
さ
れ
た
が
経
理

処
理
に
問
題
は
な
い
。

問　
ミ
ス
の
原
因
は
何
か
。

社
協
は
事
務
局
長
が
就
任
し

て
も
続
か
ず
、
直
近
で
は
２

か
月
で
辞
め
て
い
る
。
県
下

の
社
協
で
事
務
局
長
の
長
期

不
在
は
大
磯
町
だ
け
で
あ
り
、

定
款
35
条
に
違
反
し
て
い
る
。

答　
定
款
は
認
識
し
て
い
る
。

問　
３
月
末
に
包
括
の
職
員

７
名
全
員
が
辞
め
た
こ
と
を

記
事
に
し
た
新
聞
社
、
町
福

祉
課
職
員
や
現
場
が
混
乱
し

て
い
る
こ
と
を
地
域
ケ
ア
会

議
で
発
言
し
た
介
護
事
業
所

な
ど
に
社
協
の
代
理
人
弁
護

士
か
ら
脅
し
と
も
受
け
取
れ

る
通
知
書
が
送
ら
れ
、
な
か

に
は
６
月
に
就
任
し
た
会
長

の
承
諾
な
し
に
送
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
そ
の
会
長
を
９
月
に

突
然
解
職
し
た
。
通
知
書
が

送
ら
れ
た
経
緯
を
明
ら
か
に

し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
書
が

町
長
に
届
い
て
い
る
の
で
は
。

町
長　
先
頭
に
た
っ
て
社
協

の
運
営
を
正
常
化
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

〇
災
害
に
備
え
変
電
所
北
側

一
帯
の
道
路
整
備
を

〇
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

状
況
と
今
後
に
つ
い
て

問　
６
月
議
会
の
私
の
一
般

質
問
の
翌
日
『
「
社
協
職
員
、

ま
た
１
人
退
職
、
町
長
「
人

員
の
早
急
確
保
へ
指
導
」
』

と
掲
載
さ
れ
た
記
事
に
つ
い

て
町
は
前
日
に
把
握
し
て
い

た
の
か
。

答　
掲
載
さ
れ
た
理
由
な
ど

に
つ
い
て
、
町
は
承
知
し
て

い
な
い
。

問　
昨
日
の
吉
川
重
雄
議
員

の
一
般
質
問
で
明
日
の
新
聞

に
出
れ
ば
い
い
な
、
と
言
う

と
「
町
社
協
は
き
ち
ん
と
仕

事
が
遂
行
で
き
る
状
況
で
は

な
い
。
町
民
が
一
番
影
響
を

受
け
る
。
町
に
対
応
し
て
も

ら
い
た
い
。
」
吉
川
重
雄
氏
、

無
所
属
と
神
奈
川
新
聞
に
今

日
出
て
い
る
。
前
回
の
一
般

質
問
で
吉
川
議
員
が
池
田
東

一
郎
県
会
議
員
と
県
庁
へ
行

っ
た
と
言
う
の
で
「
６
月
８

日
の
大
磯
町
議
会
一
般
質
問

で
吉
川
重
雄
議
員
が
池
田
県

会
議
員
と
県
高
齢
福
祉
課
を

訪
問
し
た
と
言
っ
て
い
る
が
、

そ
の
際
、
残
し
た
面
会
の
内

容
に
係
る
上
司
へ
の
報
告

書
」
を
見
た
い
と
情
報
公
開

請
求
を
し
た
と
こ
ろ
、
県
か

ら
「
慎
重
な
判
断
を
要
す
る

た
め
決
定
期
間
を
延
長
す

る
。
」
と
来
た
。
県
に
と
っ

て
も
、
町
議
会
議
員
と
県
議

会
議
員
が
行
っ
て
話
す
の
は

通
常
業
務
だ
し
、
極
め
て
政

治
的
な
感
じ
だ
。

副
町
長　
非
常
に
機
微
に
係

る
内
容
の
時
に
延
長
す
る
。

　大磯町社協の運営は
　　　　　　改善されるか

先頭に立ち正常化する

　神奈川新聞の記事
　　　　　前日にわかるか

町は承知していない

監査結果報告書

県から出た情報公開資料
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町
で
は
、
ご
み
の
減
量
化

及
び
分
別
意
識
の
向
上
に
効

果
が
あ
る
と
さ
れ
る
「
ご
み

戸
別
収
集
及
び
家
庭
ご
み
有

料
化
」
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
た
。
「
ご
み

の
分
別
と
処
理
」
に
つ
い
て
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
生
態

系
へ
の
影
響
か
ら
、
プ
ラ
ス

　

超
少
子
高
齢
化
社
会
を
迎

え
、
高
齢
者
は
身
体
機
能
の

低
下
や
生
活
習
慣
の
変
化
に

よ
る
移
動
困
難
、
免
許
証
の

自
主
返
納
や
経
済
的
な
理
由

に
よ
る
公
共
交
通
機
関
の
使

用
困
難
な
ど
に
よ
る
移
動
の

制
限
が
出
始
め
、
子
育
て
世

代
に
お
い
て
も
生
活
様
式
、

チ
ッ
ク
自
体
の
削
減
や
リ
サ

イ
ク
ル
率
の
向
上
に
は
全
町

民
の
負
担
と
協
力
を
伴
う
こ

と
か
ら
、
実
態
を
把
握
し
、

国
の
動
向
も
踏
ま
え
、
大
磯

町
の
進
む
べ
き
方
向
性
に
つ

い
て
調
査
・
研
究
を
行
っ
た
。

　

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

で
は
、
戸
別
収
集
を
７
割
の

町
民
が
望
ま
ず
、
家
庭
ご
み

の
有
料
化
は
６
割
が
理
解
を

示
し
た
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
削
減
は
分
別
が
重
要
で
、

根
本
的
に
は
製
品
を
作
ら
な

家
族
構
成
の
変
化
に
よ
る
移

動
困
難
事
由
が
発
生
し
て
い

る
。
「
子
ど
も
を
育
て
や
す

い
環
境
づ
く
り
の
推
進
」
や

「
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く

り
の
推
進
」
を
町
は
目
標
に

掲
げ
施
策
を
展
開
し
て
い
る

た
め
議
会
も
か
か
わ
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
、
調
査
・
研

究
を
行
っ
た
。

　

現
状
と
課
題
、
町
民
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
、
三
重
県
名
張

市
の
国
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
、
静
岡
県
静
岡
市
の
視
覚

い
、
買
わ
な
い
な
ど
、
国
の

法
整
備
も
含
め
た
課
題
。
戸

別
収
集
を
町
民
が
望
ま
な
い

が
、
福
祉
施
策
の
「
ふ
れ
あ

い
収
集
」
は
高
齢
社
会
へ
の

対
応
と
し
て
安
否
確
認
と
し

て
も
重
要
度
が
増
し
て
い
る
。

受
け
手
不
足
が
課
題
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
地
域
の
力
を
活

か
し
た
仕
組
み
作
り
を
ご
み

収
集
所
管
課
と
福
祉
所
管
課

と
の
連
携
に
よ
り
策
定
す
る

こ
と
を
提
案
す
る
。

障
が
い
者
の
移
動
支
援
な
ど

他
自
治
体
の
先
進
事
例
を
参

考
に
地
域
公
共
交
通
の
改
善

策
や
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
を
活
用
し
た

新
た
な
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス

な
ど
、
具
体
的
な
移
動
支
援

施
策
の
研
究
も
行
っ
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、

先
進
地
へ
の
視
察
な
ど
十
分

な
検
証
を
行
な
え
な
か
っ
た
。

町
民
が
「
人
生
１
０
０
年
時

代
」
を
豊
か
に
生
き
る
た
め

の
施
策
の
策
定
へ
の
参
考
と

す
る
よ
う
提
案
す
る
。

清田文雄清田文雄

問　

国
府
橋
周
辺
の
整
備

（
護
岸
工
事
）
で
不
動
川
の

整
備
は
終
了
す
る
の
か
。　

答　
不
動
川
の
河
川
整
備
は
、

「
葛
川
水
系
河
川
整
備
計

画
」
に
基
づ
き
進
め
て
い
る
。

今
後
も
流
域
全
体
の
優
先
順

位
等
を
踏
ま
え
た
中
で
進
め

て
い
く
。

問　
改
修
工
事
に
伴
い
長
年

の
悲
願
で
も
あ
っ
た
国
府
橋

の
架
け
替
え
工
事
が
、
令
和

５
年
に
始
ま
る
と
い
う
こ
と

だ
が
住
民
へ
の
周
知
は
。
ま

た
、
住
民
説
明
会
等
の
開
催

予
定
は
。

答　
事
業
概
要
を
示
し
た
資

料
を
各
公
共
施
設
に
配
架
す

る
。
ま
た
、
国
府
橋
、
国
府

支
所
や
各
場
所
に
拡
大
し
た

資
料
の
掲
示
を
行
っ
て
い
く
。

ま
た
説
明
会
の
開
催
も
考
え

て
い
く
。

問　
橋
の
架
け
替
え
工
事
に

入
っ
た
場
合
、
通
行
止
め
を

含
め
た
規
制
を
考
え
て
い
る

と
の
こ
と
だ
が
、
規
制
の
期

間
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答　
今
回
実
施
す
る
護
岸
整

備
と
国
府
橋
の
架
け
替
え
工

事
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
６

年
度
ま
で
の
４
年
間
の
う
ち
、

国
府
橋
の
架
け
替
え
は
令
和

５
年
か
ら
６
年
に
か
け
て
行

う
も
の
。
工
事
中
の
交
通
規

制
等
、
多
く
の
方
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
工
事

へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い

た
だ
け
る
よ
う
進
め
て
い
き

た
い
。

　国府橋周辺の不動川
　　　　　　改修について

令和５年から架け替え

約４ｍ 約２ｍ
車道 歩道

現 況

歩道車道
3.25ｍ×2車線＝6.5ｍ

歩道

架替後
計画幅員 10.9ｍ

2.2ｍ2.2ｍ

横断図（国府橋）

架け替え後の国府橋

常
任
委
員
会
の
調
査・研
究
テ
ー
マ
の
報
告（
令
和
元
年
か
ら
令
和
３
年
の
期
間
）

総
務
建
設
常
任
委
員
会

福
祉
文
教
常
任
委
員
会

調
査
・
研
究
テ
ー
マ

ご
み
処
理
行
政
に
つ
い
て

調
査
・
研
究
テ
ー
マ

子
育
て
世
代
・
高
齢
者
に
対

す
る
移
動
支
援
策
に
つ
い
て
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議会改革の検討経過（令和元年から令和３年の期間）

議会報告会開催のお知らせ
会場参加とオンライン参加同時開催
第１部　令和２年度決算について
第２部　町の災害対策について
第３部　事前質問への回答

○日時　11月20日（土）
　　　　１回目　10:00～12:00
  　    　２回目　14:00～16:00　　　　　
○場所　保健センター２階研修室とオンライン（Zoom）
○申込み　
　期間：11月６日（土）～11月17日（水）（電話：土・日を除く）
　方法：①または②の方法でお申込みください。
　　　　①会場参加申込み　（各回20人・先着順）　　　  　　　　　　　　　　　
　　　　　議会事務局　TEL-61-4100（内線292）　
　　　　②オンライン参加申込み（各回90人・先着順） 
　　　　　Eメール giji@town.oiso.kanagawa.jp
　お申込み時に、必要事項（お名前・電話番号・参加希望回（午前・午後））を
　お知らせください。

※ 事前質問を希望される方は11月17日（水）までにFax 61-1991（議会事務局あて）
　または、Eメールにて質問事項をお送りください。
　なお、すべての質問にお答えできない場合があります。

・総括質疑の通告時間は４０分以内とし、副議長の順番を最後に改正　　（令和２年３月２４日改正）
・議員のモラルに関する事項にパソコン等の機器類使用の規定を追加　　（令和２年８月１８日改正）
・議員研修会を実施「官公庁本庁舎建設のスキームについて」

講師　（株）藤木隆男建築研究所　藤木隆男氏（令和２年１１月１９日）
・ICT化の取り組みとして、議会運営委員会の分科会（Team ICT）を設置 （令和２年１２月１６日）
・議員研修会をオンラインにて実施「地方議会におけるICT化の取り組み」

講師　富士ソフト（株）moreNOTE事業部　田中康之氏（令和２年１２月１８日）
・議会報告会をZoomを使用して開催 （令和３年５月１５日開催）
・ 議会における議員の欠席の届出に欠席事由を明記するとともに、出産のため出席できない日数の範囲

について定める。請願書の記載事項の取り扱いに関し、署名又は記名押印の規定に改正
（大磯町議会会議規則を令和３年６月１日改正）

・充実した議論を深めるために、「１０分以内での自由質疑」を試行  （令和３年６月議会定例会）
・１問につき３回、最大３問までを１０分間を超えない範囲で何問でも質問できるように改正

（大磯町議会会議規則を令和３年７月２７日改正）

議会改革の検討事項の報告

事前に質問を受付けます。
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発
行

／
大

磯
町

議
会

　
編

集
／

議
会

だ
よ

り
編

集
委

員
会

　
〒

255-8555　
神

奈
川

県
中

郡
大

磯
町

東
小

磯
183　

TEL  0463-61-4100（
内

線
281）

　
FAX  0463-61-1991

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

　
http://w

w
w

.tow
n.oiso.kanagaw

a.jp/　
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

　
gikai@

tow
n.oiso.kanagaw

a.jp
第

207号
議

会
だ

よ
り

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
緊
急
事
態
宣
言
も
９
月

末
で
解
除
と
な
り
ま
し
た
が
、

９
月
議
会
は
、
緊
急
事
態
宣

言
が
発
令
中
で
の
開
催
と
な

り
、
本
会
議
場
に
お
い
て
も

飛
沫
防
止
板
を
設
置
し
て
の

質
疑
と
な
り
ま
し
た
。
10
月

に
入
り
全
国
の
新
規
感
染
者

数
も
大
幅
に
減
少
し
て
き
ま

し
た
が
、
今
後
も
感
染
状
況

等
に
注
視
す
る
と
共
に
、
感

染
対
策
を
継
続
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
と
も
議
会
だ
よ
り
に

率
直
な
る
皆
様
の
ご
意
見
や

ご
感
想
を
お
寄
せ
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

【
編
集
後
記
】

【
発
行
責
任
者
】

議　
　

長　
　

竹
内
恵
美
子

【
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
】

委
員
長　
　

玉
虫
志
保
実

副
委
員
長　
　

石
川　

則
男

委　
　

員　
　

奥
津　

勝
子

　
　
　
　
　
　

飯
田　

修
司

　
　
　
　
　
　

柴
崎　
　

茂

　
　
　
　
　
　

鈴
木
た
ま
よ

【
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
】

副
議
長　
　

清
田　

文
雄

　

緊
急
事
態
宣
言
明
け
の
10

月
上
旬
、
南
下
町
の
熊
野
神

社
境
内
に
移
動
ス
ー
パ
ー
の

販
売
車
が
来
て
い
ま
し
た
。

そ
の
販
売
車
は
翼
を
広
げ
た

鳥
の
よ
う
で
、
大
勢
の
買
い

物
客
を
集
め
賑
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

　

昔
は
こ
の
あ
た
り
の
家
々

に
は
近
所
の
漁
師
さ
ん
か
ら

朝
早
く
に
魚
が
届
け
ら
れ
、

日
々
の
食
卓
に
は
魚
料
理
が

あ
ふ
れ
て
い
た
と
聞
い
て
い

ま
す
。

　

近
所
の
元
気
な
シ
ニ
ア
が

一
堂
に
会
す
る
こ
と
は
、
楽

し
い
光
景
で
す
。
週
に
一
度

元
気
な
よ
う
す
を
確
認
で
き

る
こ
と
は
、
と
て
も
素
敵
な

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
人
と
人
が
近

く
で
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
、

ま
た
素
晴
ら
し
い
情
景
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

笑
顔
シ
リ
ー
ズ

　

移
動
ス
ー
パ
ー
で

　
　
　
　
　
　
　
　

お
買
い
物

議会スナップ議会スナップ

７月７日
初のオンライン（Ｚｏｏｍ）による視察
受け入れ

11 月 30 日 (火)　　  議案上程等

12 月 ７ 日 (火)　　  一般質問

　　　  ８ 日 (水)　　  一般質問

　　　  14 日 (火)　　  委員長報告等

１２月定例会

湘南ケーブルテレビ
地上デジタルＳＣＮ101
チャンネルにて放映

生放送９時～、
再放送は19時～

　　

議
会
の
う
ご
き

議
会
の
う
ご
き

６
月

　

28
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

29
日　

議
会
運
営
委
員
会

７
月

　

７
日　

オ
ン
ラ
イ
ン
視
察
受
け
入
れ
（
厚
木
市
議
会
）

　

８
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

13
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

15
日　

 

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
／
総
務
建
設
常
任
委
員

会
協
議
会

　

16
日　

議
員
全
員
協
議
会

　

27
日　

 

臨
時
会
／
議
員
全
員
協
議
会
／
総
務
建
設
常
任
委

員
会
／
福
祉
文
教
常
任
委
員
会
／
議
会
運
営
委
員

会
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

８
月

　

３
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

４
日　

総
務
建
設
常
任
委
員
会
協
議
会

　

10
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

16
日　

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
協
議
会

　

17
日　

 

議
会
運
営
委
員
会
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
／

議
員
全
員
協
議
会

　

18
日　

新
庁
舎
建
設
等
特
別
委
員
会

　

23
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

30
日　

９
月
定
例
会
（
議
案
審
議
等
）

９
月

　

１
日　

総
務
建
設
常
任
委
員
会

　

２
日　

議
会
運
営
委
員
会
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

７
日　

９
月
定
例
会
（
総
括
質
疑
）

　

９
日　

９
月
定
例
会
（
一
般
質
問
）

　

10
日　

９
月
定
例
会
（
一
般
質
問
）

　

13
日　

決
算
特
別
委
員
会

　

14
日　

決
算
特
別
委
員
会

　

16
日　

決
算
特
別
委
員
会

　

17
日　

決
算
特
別
委
員
会

　

21
日　

新
庁
舎
建
設
等
特
別
委
員
会

　

28
日　

議
員
全
員
協
議
会
／
議
会
運
営
委
員
会

　

30
日　

９
月
定
例
会
（
委
員
長
報
告
等
）

テ ー マ：「笑顔」

議会だよりの

表紙を飾りませんか

応募期間：令和3年12月27日(月)まで
※応募上の注意や応募方法は、大磯町議会
ホームページをご確認ください。
問い合わせ：大磯町議会事務局

　議会だより編集委員会では、第208号
（令和４年１月27日発行予定）の表紙写
真を募集しています。

第207号　2021/10
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